
本
研
究
の
課
題
は
、
鎌
倉
時
代
を
生
き
、
法
華
経
を
信
仰
さ
れ

た
日
蓮
聖
人
と
道
元
禅
師
の
法
華
経
観
の
独
自
性
を
、
経
文
引
用

と
解
釈
と
い
う
共
通
項
目
の
比
較
検
討
に
よ
っ
て
知
ろ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
法
華
経
観
を
窺
う
前
段
階
と
し
て

本
因
妙
を
強
調
す
る
下
種
論
の
初
め
で
あ
る
。
因
み
に
日
蓮
聖
人

は
証
真
の
『
私
記
』
を
閲
読
し
て
お
り
、
『
注
法
華
経
』
に
も
引

用
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
箇
所
の
引
用
は
無
い
。
つ
ま
り
、
本
因

妙
下
種
論
（
本
因
時
に
拘
わ
る
下
種
論
）
は
聖
人
以
前
に
既
に
日

本
天
台
内
に
存
在
し
て
お
り
、
聖
人
の
眼
に
も
触
れ
て
い
た
。
し

か
し
聖
人
は
所
謂
「
本
因
本
果
の
法
門
」
、
三
十
三
字
段
・
四
十

五
字
段
等
を
説
か
れ
る
際
、
こ
れ
を
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
日
蓮
教
団
が
拡
張
・
分
裂
し
て
い
く
過
程
の
中
で
様
々
な
展

開
を
見
る
に
至
っ
た
と
言
え
よ
う
。
尚
、
こ
の
問
題
は
更
な
る
検

討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

日
蓮
聖
人
の
法
華
経
引
用
に
つ
い
て

三
輪
是
法

経
典
観
の
特
質
を
参
究
す
る
と
、
既
に
明
確
な
差
異
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
日
蓮
聖
人
の
経
典
観
の
特
徴
は
、
釈

尊
の
教
え
を
文
字
と
し
て
表
記
し
た
絶
対
的
存
在
と
見
る
こ
と

で
あ
り
、
道
元
禅
師
の
そ
れ
は
、
経
典
と
成
る
以
前
の
真
理
と

等
位
に
見
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
違
い
は
、
経
典

を
「
観
」
ず
る
「
眼
」
に
起
因
し
て
い
る
。

道
元
禅
師
の
眼
は
、
『
正
法
眼
蔵
』
中
、
「
眼
晴
」
と
い
う
語

句
に
よ
っ
て
特
別
な
意
味
を
も
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
眼
晴
と

は
、
仏
祖
、
経
典
、
日
常
の
修
行
に
従
っ
て
、
自
己
が
と
ら
わ
れ

る
常
識
的
認
識
を
脱
落
し
、
脱
落
し
た
そ
の
時
に
、
絶
対
化
す
る

眼
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
実
世
界
が
自
由
に
、
自
己
の
規
定
下
に

お
い
て
知
見
可
能
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
道
元
禅
師
が
説
く
無
分

別
に
認
識
さ
れ
た
「
経
巻
」
は
、
現
前
の
現
象
・
事
象
と
し
て
、

仏
祖
と
し
て
、
仏
祖
と
し
て
の
自
己
と
し
て
、
更
に
真
理
の
法
と

し
て
顕
現
す
る
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
の
眼
は
、
観
普
賢
経
中
に
見
ら
れ
る
「
五
眼
」
に
依

拠
し
、
法
華
経
と
の
関
連
に
よ
っ
て
説
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

法
華
経
を
「
持
つ
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
華
経
が
具
有
す
る
仏
種

を
備
え
た
時
に
「
仏
眼
」
と
な
る
五
眼
（
肉
眼
・
天
眼
・
慧
眼
・

法
眼
・
仏
眼
）
な
の
で
あ
る
。
法
華
経
を
「
持
つ
」
と
い
う
こ
と

は
、
色
読
と
い
う
信
仰
形
態
で
法
華
経
に
信
順
す
る
と
い
う
こ
と
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で
、
法
華
経
に
身
を
投
じ
、
法
華
経
の
世
界
に
生
き
る
と
い
う
絶

対
的
到
達
点
か
ら
生
じ
る
眼
な
の
で
あ
る
。
こ
の
仏
眼
は
、
凡
夫

の
肉
眼
が
五
眼
の
力
用
を
備
え
た
眼
で
あ
り
、
肉
眼
即
仏
眼
と
な

る
眼
で
あ
る
。
更
に
、
明
鏡
で
あ
る
、
法
華
経
と
い
う
仏
の
未
来

記
に
写
映
し
て
現
実
世
界
を
見
る
、
自
己
を
内
省
的
に
否
定
す
る

眼
で
あ
り
、
常
に
現
実
へ
と
還
帰
し
、
一
切
衆
生
の
救
済
を
実
現

す
る
眼
な
の
で
あ
る
。

道
元
禅
師
の
「
眼
晴
」
と
日
蓮
聖
人
の
「
仏
眼
」
は
、
共
に
自

己
を
否
定
す
る
と
こ
ろ
に
開
眼
す
る
眼
で
あ
る
。
違
い
と
し
て
は
、

前
者
が
自
己
の
常
識
的
認
識
を
否
定
す
る
と
こ
ろ
に
生
じ
る
の
に

対
し
て
、
後
者
は
自
己
の
主
体
的
認
識
を
否
定
し
た
と
こ
ろ
に
開

く
と
い
っ
た
、
対
照
的
な
力
用
が
指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
、
道
元

禅
師
は
常
識
を
脱
落
し
た
「
眼
晴
」
に
よ
っ
て
、
現
実
を
無
秩
序

化
し
、
そ
の
現
実
の
中
に
秩
序
化
以
前
の
真
理
を
覚
知
す
る
の
に

対
し
て
、
日
蓮
聖
人
は
、
現
実
を
法
華
経
に
映
し
出
さ
れ
た
未
来

記
と
し
て
受
け
止
め
る
「
仏
眼
」
に
よ
っ
て
、
現
実
を
現
実
の
ま

ま
、
仏
の
本
意
で
あ
る
法
華
経
が
開
顕
す
る
世
界
、
仏
界
で
あ
る

と
覚
知
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
は
、
檀
越
の
病
や
疫
病
と
い
う
実
際
の
病
を
き
っ
か

け
に
、
時
に
は
医
療
に
よ
る
治
病
を
す
す
め
、
あ
る
い
は
仏
天
に

加
謹
を
祈
っ
て
い
る
が
、
一
貫
し
て
説
か
れ
て
い
る
の
は
法
華
経

に
よ
る
治
病
で
あ
る
。
そ
の
教
導
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
（
渡
邊
宝
陽
稿
「
日
蓮
の
教
説
に
お
け
る
個
の
病
と
時
代
の

病
」
宗
教
研
究
四
九
巻
三
輯
所
収
）
、
「
誇
法
の
病
」
を
治
す
る

と
い
う
目
的
が
根
底
に
す
え
ら
れ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
こ
う

し
た
教
導
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
か
、
そ
の
一
端
を
探
ろ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

疫
病
流
行
の
報
を
受
け
て
富
木
・
四
条
両
氏
に
送
ら
れ
た
弘

安
元
年
六
月
二
十
六
日
付
の
二
通
の
消
息
（
異
称
『
治
病
紗
』
、

し

『
二
病
紗
』
）
で
は
、
と
も
に
「
夫
人
に
二
病
あ
り
」
と
の
冒
頭

に
つ
づ
き
、
人
に
は
「
身
の
病
」
（
四
百
四
病
）
と
「
心
の
病
」

（
三
毒
八
万
四
千
の
病
）
が
あ
る
と
、
病
を
総
括
し
て
提
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
身
の
病
」
に
つ
い
て
は
「
治
水
、
流
水
」

日
蓮
聖
人
に
み
る

病
相
の
提
示
と
治
病

野
口
真
澄
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